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1. 前回の簡単な振り返り

2.できること、苦手なことを整理する

3.目標による管理と評価と処遇の仕組み・自己評価
シートの記入の方法「自身の成果を正しく伝える」

4.次回の案内、その他
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キャリアアップ創出プロジェクト スケジュール



キャリアアップ創出プロジェクト 今年の目標

プロジェクトの全体像

キャリア塾
（考え抜く力）

知っとくビジネス講座
（仕事をする力）

ビジネススキル基礎講座
（言葉にする力）

MANABIYAカフェ
（学びのある居場所）

メンタリング
（個別相談）

一年目



キャリアアップ創出プロジェクト 今年の目標



キャリアアップ創出プロジェクト 今年の目標

「自分のこと」をビジネス手法で言葉にする

• 3分間自己紹介
• プレスリリースの書き方
• リスクマネジメント
• マーケティング手法
• プレゼンテーション
• 目標シートの書き方
• クリティカルシンキング
• ロジカルシンキング
• 1年間のまとめ

自分のこと
自分のこと

「学び」を通じて進化させる

本日のテーマ



キャリアアップ創出プロジェクト 今年の目標

1. 標準を知る・自身を知る

2. 社会人として必要最低限の基礎力を知る

3. 身につけることにチャレンジする

言語化スキル＝言葉にする力

重点課題



言語化スキルとは

• 頭の中にあることを整理して、

アウトプット（書く・話す）する

• わかりやすく構造化（フレームワーク）する

• 相手にあった（理解できる）言葉を使う

キャリアアップ創出プロジェクト キャリアアップ



料理に例えると

材料材料

下ごしらえ下ごしらえ

メニューメニュー

好みにあっ
た味付け
好みにあっ
た味付け

整理してアウトプット（書く・話す）する

わかりやすく構造化（フレームワーク）する

相手にあった（理解できる）言葉を使う

頭の中にあること

キャリアアップ創出プロジェクト キャリアアップ



キャリアアップ創出プロジェクト 言語化スキル

主体的主体的 具体的具体的 肯定的肯定的

言語化する際には

な言葉を使うことを
習慣化しましょう



キャリアアップ創出プロジェクト キャリアアップ

知識知識

スキルスキル

経験経験

職場
環境
職場
環境

評価評価

生活
環境
生活
環境 これが一番大切

キャリアアップに必要なもの



1. 前回の振り返り
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キャリアアップ創出プロジェクト レジュメ



2. できること、苦手なことを整理する

キャリアアップ創出プロジェクト レジュメ



3. 目標による管理と評価と処遇の仕組み・自

己評価シートの記入の方法「自身の成果を

正しく伝える」

キャリアアップ創出プロジェクト レジュメ



キャリアアップ創出プロジェクト 目標による管理

目標による管理って知っていますか？

MBO(Management By Objectives and Self-Control)



キャリアアップ創出プロジェクト 目標による管理

提唱者
ピーター.ドラッカー



• われわれのミッションは何か

• われわれの顧客はだれか

• 顧客にとっての価値は何か

• われわれにとっての成果は何か

• われわれの計画は何か

キャリアアップ創出プロジェクト 目標による管理



そもそもの概念はノルマ主義とは全く反対に

自発的に社員を動かすには

という問題意識からはじまった

キャリアアップ創出プロジェクト 目標による管理



個人のモチベー
ションアップ

組織目標と個人
目標のリンク

• 上位から下位の階層に順番に目標を設定
していく

• 目標設定の後、達成方針を提示する

• 自発的な目標設定
• 期待される成果を具体的に述べる
• 測定や評価をできる形で表現する
• 目標を完了すべき期間を明確に定める

すべてのメンバーの目標が連鎖している

キャリアアップ創出プロジェクト 目標による管理



「目標による管理」
MBO:Management By Objectives through Self Control
※自己統制による目標による管理
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× 〇

人事制度のためだけのツール マネジメントのツール

仕事のやり方をこと細かに指示、命
令

自身が、最終的にどういう結果を
得るのか、どこまでやるのかという
目標を明確にすることが重要

評価のためだけに実践する 仕事をうまく進めていくことが目標
管理を実践することである

キャリアアップ創出プロジェクト 目標による管理



組織目標と個人目標のリンク

業績に応じた処遇・報酬

業績遂行のためのコーチング

業績成果の公正な評価

スキル開発と人材育成

キャリアアップ創出プロジェクト 目標による管理



キャリアアップ創出プロジェクト 目標による管理



キャリアアップ創出プロジェクト 目標による管理



目標による管理の重要性

日頃、上司や職場など周囲とのコミュニケーションが
少ない発達障害当事者にとって、目標シートが自身
の仕事に対する取り組みや考え方を伝える重要な
ツールであること

小さな成果も可視化することで、できない自分では
なく、できる自分（次はできる）を知る（自己肯定感の
高まり）ことにつながる

キャリアアップ創出プロジェクト 目標による管理



1. 自身のマネジメントツール

•自身が最終的にどういう結果を得るのか

•どこまでやるのか

2. 上司や会社とのコミュニケーションツール

•自身の仕事の取り組みや考え方、業務の進捗等

を上司や会社に伝える機会になる

3. 評価・処遇・キャリアチェンジにつながるツール
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目標を明確にする

キャリアアップ創出プロジェクト 目標による管理



• 業務目標の進捗

• 業務に取組む姿勢

• 自身が描くキャリアデザイン

• 自分自身のできていること

• できていなくても前向きに取組んでいること

• 何ができていなくてそのために何をしているのか、

できない理由

キャリアアップ創出プロジェクト 目標による管理

伝えること



目標による管理

評価制度

処遇制度

人材育成制度

役割等級制度
経営理念・ビジョ

ン

キャリアアップ創出プロジェクト 人事制度と目標による管理

人事制度の概念図



キャリアアップ創出プロジェクト 人事制度

労働分配率＝
人件費

付加価値
（経常利益＋支払利息・割引率

＋減価償却費）

収益率（利益創出力）の低下・人件費の高止まり→成果主義の導入



年功序列
終身雇用
企業内組合
新卒採用
年功賃金

職能資格制度
終身雇用
新卒採用
年功賃金

成果主義
リストラ
中途採用の一般化
成果給

キャリアアップ創出プロジェクト 人事制度

職能給職能給

職務給職務給



キャリアアップ創出プロジェクト 人事制度

人事体系

①階層 ②職能・職務等級
③職位

行動要件

①基本スキル ②ジョブスキル
③マネジメントスキル

人事評価

①スキル評価 ②業績評価
③総合評価

処遇の決定

①昇格・昇給 ②賞与
③昇進 ④異動・配置転換

教育体系

目標管理

給
与
体
系

面談（制度運用）



職務等級制度 ブロードバンド制度

キャリアアップ創出プロジェクト 人事制度

（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング）



（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング）

キャリアアップ創出プロジェクト 人事制度



評価と処遇の仕組み
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キャリアアップ創出プロジェクト 評価と処遇



キャリアアップ創出プロジェクト

給与レンジ

評価と処遇



キャリアアップ創出プロジェクト 評価と処遇



一般職

管理職

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

評語 S A B C D

給与
ゾーン

昇給
係数

2 1.5 1 0.5 0

100% 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

75% 0.5 1.0 0.8 0.5 0.3 0.0

50% 1.0 2.0 1.5 1.0 0.5 0.0

25% 1.5 3.0 2.3 1.5 0.8 0.0

0% 2.0 4.0 3.0 2.0 1.0 0.0

キャリアアップ創出プロジェクト 評価と処遇



初頭効果

人は、相手の評価を、「第一印象で感じたイメージで
決めてしまう」

ハロー効果

相手を評価する時に、目立った特徴に引きずられて、
他の要素については適正に評価がされずに歪められ
てしまう

単純接触効果

相手と繰り返し接することで、警戒心や嫌悪感が薄ら
いで、好感度や印象度が高められる
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キャリアアップ創出プロジェクト 人事考課



「自己評価シートの書き方」の上手下手が

昇給に影響を及ぼす
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キャリアアップ創出プロジェクト 評価シートの書き方



目指す目標
先の姿

目の
前

目標による管理は

ゴールを意識した目の前（6か月）の到達点

キャリアアップ創出プロジェクト 評価シートの書き方



キャリアアップ創出プロジェクト 目標による管理

目標管理シートは・・
「人事制度における評価を行うためのツール」

キャリアアップ= 評価されること

いい加減にはできないはず

発達障害のある人は、
特性上、目標未達という事実のみ、
あるいはできたことよりできなかったことに視
点がいきがちで、
自身の仕事ぶりを低く見積もってシートに記入
する傾向がある



•階段を上がっている印象を与える

•いずれできるという文脈で書く

•前向きの表現

•周囲に期待することは後半に書く

•主体的であること

キャリアアップ創出プロジェクト 評価シートの書き方



キャリアアップ創出プロジェクト 評価シートの書き方

•〇〇が十分に実践できなかった

→〇〇知ることができたので、今後実践していきたい

•△△が思うようにできなかった

→△△のうち〇〇ができた、以前よりできるようになった、

○○の場面ではできる

• マニュアルどおりに仕事ができなかった

→マニュアルがわからないため、自分用のマニュアルを作成

し、今後はミスをなくしていきたい



キャリアアップ創出プロジェクト 自己評価

1. 目標に対して自己評価をする

2. グループ内で発表する

ワーク



キャリアアップ創出プロジェクト 自己評価

• 自身がプロジェクトのスタート時に立てた目標

• キャリアアップのために始めたこと

• 仕事や生活上で心がけていること、等

に対して、現在進行形で自己評価をする

ワーク



キャリアアップ創出プロジェクト 自己評価

自己ワーク

目標 中間評価

主体的主体的 具体的具体的 肯定的肯定的



キャリアアップ創出プロジェクト グループワーク

２つのグループに分かれて
ワークを行います



キャリアアップ創出プロジェクト ワーク

自分のペースで参加してください

思考のスピードや言葉の変換、文章を書く、集団で話をする

発達障害といっても、得手不得手の程度にも個人差があります

グループワークは、今後も行いますので、

自分のペースを大切にして、

無理のない参加の仕方を考えてください



自分の役割は・・・

•自身の発表をする

•メンバーの発表を聞く・メモをする

•発表に対して質問をする

•進行役をする

•書記役をする

•グループを代表して、まとめを発表する
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キャリアアップ創出プロジェクト グループワーク

※発表は任意ですので、自分のできることを行ってください



5. 次回の案内、その他
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キャリアアップ創出プロジェクト レジュメ



1. クレーム対応、トラブルへの対応

2.人事担当役員に聞く

特別講師：ＥＡファーマ常務執行役員 立川浩一先生

3.プレゼンテーションマネジメント「誰に対して何を

どのようなかたちで伝えるかを実践する」

4.次回の案内、その他
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キャリアアップ創出プロジェクト 第7回予定


